


































































すると,「807 鳴る手はどちら｣ ｢808 馬の歩数｣ ｢809 入るか出るか｣
｢810 父は難産｣ ｢811 山を運ぶ｣ ｢812 のみの牙｣ ｢813 虎をしばれ｣ ｢814
蓋を取るな｣ ｢815 狐の鳴き色｣ ｢816 座頭と博労｣ ｢817 いちこくろくと
イソップ伝の「難題問答｣
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の鳥｣ ｢818 灰縄｣ ｢819 打たぬ太鼓｣ ｢820 なんどり｣ ｢821 木の元末｣
｢822 馬二頭に鞍一つ｣ ｢823 馬の親子｣ ｢824 蟻通し｣ ｢825 この橋を渡る






























































































































4）同上 Ⅱ ｢イソップ伝の各版の分析｣ 2）第２部，クサントスに使える
場面
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